
あれこれ今日はどんな日？
●未成年者飲酒防止強調月間 ●みどりの月間（４月15日～５月15日） ●春の全国交通安全運動（６日～15日）
●科学技術週間（14日～20日） ●世界保健デー（７日） ●女性の日（10日）
●発明の日（18日）　　　　　 ●郵政記念日（20日） 　●こども読書の日（23日） ●昭和の日（29日）
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５
月
１
日
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す

住
民
票
・
戸
籍
の
写
し
等
の
請
求
時
に

写
真
付
証
明
書
に
よ
る
本
人
確
認
！

　

住
民
基
本
台
帳
法
及
び
戸
籍
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
５
月
１
日
か
ら
住
民
票
や

戸
籍
の
写
し
等
の
請
求
に
は
本
人（
窓
口

に
こ
ら
れ
た
方
）の
確
認
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
確
認
方
法
は
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
住
基
カ
ー
ド
等
、
官

公
署
が
交
付
し
て
い
る
写
真
付
各
種
証
明

書
の
提
示
に
よ
り
行
い
ま
す
。
写
真
付
証

明
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
年
金
証
書
、
住
基
カ
ー

ド（
写
真
な
し
）等
の
各
種
証
書
類
を
複
数

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
何
も
証
明
す
る
も
の
が
無
い
場

合
は
、
窓
口
で
本
人
確
認
の
た
め
い
く
つ

か
ご
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

本
人
以
外
の
方
が
窓
口
に
来
ら
れ
る
場

合
は
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認

の
ほ
か
に
、
原
則
と
し
て
委
任
状
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
委
任
状
は
、
委
任
す
る
人

が
、「
何
の
証
明
書
が
必
要
か
」、「
誰
が

記
載
さ
れ
た
も
の
が
必
要
か
」、「
何
通
必

要
か
」等
の
内
容
を
具
体
的
に
書
い
て
い

た
だ
き
、
委
任
さ
れ
た
人
の
住
所
・
氏
名
・

生
年
月
日
、
委
任
し
た
人
の
住
所
・
氏
名

（
署
名
）・
生
年
月
日
・
押
印
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
転
出
届
等
住
民
異
動
届
を
代
理

人
の
方
が
行
う
場
合
は
、
委
任
状
の
ほ
か

に
委
任
し
た
人
の
本
人
確
認
書
類
の
写
し

の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
委
任
状
の
様
式
は
、
町
民
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
各
種
証
明
書
の
請
求
・
申
請
に
は
印
鑑

も
必
要
で
す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
ス
タ
ン
プ
印
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

町
民
課
住
民
係（
内
線
72
・
46
）

代
理
請
求
・
第
３
者
請
求
の
場
合

写
真
付
の
住
基
カ
ー
ド

交
付
手
数
料
が
無
料
で
作
れ
ま
す

　

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、

写
真
付
の
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で

な
い
人
は
、
交
付
手
数
料
が
無
料
と
な

る
期
間（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）に

写
真
付
の
住
基
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。
公
的
な
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

三
ツ
谷
地
区
担
当
の

三
ツ
谷
地
区
担
当
の

民
生
児
童
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

民
生
児
童
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
よ
り
三
ツ
谷
地
区
担
当
の
民

生
児
童
委
員
が
塚
田
良
次
氏
に
な
り
ま
し

た
。
※
電
話（
32
）３
２
６
１

　

民
生
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な
福

祉
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
相
談
や
支
援

な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
し
た
い
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
と
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

人
権
擁
護
委
員
に

味
木
春
子
氏
委
嘱
さ
れ
る

味
木
春
子
氏
委
嘱
さ
れ
る

　

塚
田
芳
子
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

４
月
１
日
よ
り
味
木
春
子
氏
が
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
住
民
の
人
権
に
係

わ
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　

毎
月
相
談
所
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
】
毎
月
５
日

　
　
　
　

午
前
９
時
か
ら
正
午

【
会　

場
】
ハ
ー
ト
ピ
ア
み
よ
た
相
談
室

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
福
祉
係（
32
）６
５
２
２

よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ

Ｓ
Ｓ
Ｔ
研
修
会
開
催

Ｓ
Ｓ
Ｔ
研
修
会
開
催

　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
社
会
生
活
技
能
訓
練
と
も
呼

ば
れ
聞
く
、
考
え
る
、
話
す
の
３
つ
技
能

を
つ
か
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
よ

り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
再
発
防
止

や
生
活
の
質
の
向
上
を
ね
ら
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技

術
の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

【
講　

師
】

　

Ｓ
Ｓ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー　

高
森
信
子
氏

【
日　

時
】
４
月
30
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

【
会　

場
】
町
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係（32

）２
５
５
４

春
季
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

春
季
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

【
日　

時
】

　

４
月
26
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分　

開
会
式

　

午
前
９
時　

試
合
開
始

　

※
当
日
の
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

【
会　

場
】
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
種　

目
】
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
ダ
ブ
ル
ス
）

【
参
加
資
格
】

　

中
学
生
以
上（
町
内
在
住
・
在
勤
の
方
）

【
主　

催
】
町
体
育
協
会
テ
ニ
ス
部

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

教
育
委
員
会
社
会
体
育
係（32

）６
１
１
４
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●入学　　●春暖　●陽春　●永日　●春日
●春眠　　●春雷　●温暖　●花曇り　
●花祭り　●朧月　●花冷え　●春風駘蕩

季節用語
4 ●春眠･･･春の朝が眠い。これは気候の良い春はいつにも増してぐっすり眠れ、からだ

の調子が良いということを意味しています。唐の詩人孟
もう

浩
こう

然
ねん

が「春
しゅん

眠
みん

暁
あかつき

を覚えず
処
しょ

処
しょ

啼
てい

鳥
ちょう

を聞く」と詠んだことで、春眠の心地よさはいっそう広く知られました。

ー3ー　みよた広報 やまゆり

作 業 の 種 類 労賃・料金 備　　　　　　　　考

水　

田

一　般　作　業 800 1時間あたり

田　植　作　業 900 〃

畑 一　般　作　業 ８00 〃

耕　
　
　

起

整備田 ロ ー タ リ ー 7,300 標準15㎝耕起 10aあたり

普通田 ロ ー タ リ ー ８,000 〃

畑 ロ ー タ リ ー 7,500 〃

畑 プ　 ラ　 ウ 6,500 幅14インチ×3連 〃

土壌改良 サブソイラー 9,300 縦横１ｍ間隔引き 〃

代 か き ドライブハロー 7,000 植代のみ 未整備田は10%割増 〃

機　
　
　

械

田　　　　　植 １0,000 中・成苗 〃

収　穫

バ イ ン ダ ー 10,500 結束ひも付き 〃

ハーベスター 9,600 〃

自脱コンバイン 22,600 結束・運搬料金は別途 〃

堆　肥　散　布 １0,000 機械・積込・散布 〃

大型機械等の遠隔地への移動は実費。
労賃・料金は標準ですので、場合により両者の協議によって決定してください。

この農作業標準労賃と農業機械作業標
準料金は、県下の農業労働力・機械作業
の調整を円滑にするために県農業会議
と県農協中央会の協議のもとに設定し
た標準を参考に、佐久浅間農協各支所・
佐久農業改良普及センターの意見を聞
き決定しました。
料金については、昨年度から据え置き
になっています。消費税については外
税扱いになっています。
なお、ほ場の条件により料金格差が生
じることがありますので、双方の話し
合いにより決めてください。

【問い合わせ先】
　農業委員会事務局　
　32－3111　内線64・27

町農業委員会では、
平成20年度の農作業標準労賃と
農業機械作業標準料金を
決定しました。　

平成20年度 農作業標準労賃・機械作業料金

　　　　 平成20年度 標準小作料 　　　　
御代田町の標準小作料は、前年度から据え置きとし、下記
のとおりになっていますのでお知らせします。
小作料は、必ずしも標準小作料でなければならないという
ことではありません。貸し手と借り手の話し合いにより決
めていただくのが望ましいとされていますので、これを基
準にしてください。

（10aあたり：円）

農地
区分

小作料の
標準額 摘　　　　　　　　　要

田

上 14,000 ほ場整備された大型機械による作業の容易
な生産力の高い水田、又はこれに準じる水田

中 10,000 幅員２ｍ以上の道路に接する生産力の高い
水田

下 6,000 耕作条件が悪く、生産性の低い水田

畑

上 10,000 幅員２ｍ以上の道路に接し、平坦で土地肥
沃な生産力の高い畑

中 7,000 幅員２ｍ以上の道路に接し、平坦で耕作条
件が中庸な畑

下 4,000 耕土が浅く、傾斜度がやや大きく、道路・日
照・形状等の耕作条件が劣る畑

〔付記〕
１ 特殊地、復旧農地、及び荒地については、標準額を定めない。
２ 施設畑における流通経費は小作者の負担とし、固定経費は両者の協
議によって決定する。

☎32－0800

4/17（木）　10：30～
ちいさいおともだちのおはなし会［幼児向け］
絵本「これ　なあに」、エプロンシアター　など

みんなおいでよ！フレンドリー図書館

4/26（土）　10：30～
おはなし会～読書週間スペシャル～

［幼児・小学生向け］
紙しばい「たべられたやまんば」、パネルシアター など

ご寄付の御礼ご寄付の御礼
あつもりミュージックメイツ 様

金25,000円

やまゆり共同作業所の事業に役立ててほしい
とご寄付をいただきました。

善意をありがとうございます。


